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Restration of Anterior Teeth

これで解決！前歯部補綴

基本に忠実！ そして患者さんの希望に添った前歯部補綴処置を
成功させるための実践ガイド！
卒直後の若い歯科医師のバイブル“Dental Start Book”シリーズ 第4弾！

●前歯部の修復では，患者さんの希望に添った補綴処置を行う
ことが必要ですが，そのためにも歯科医師ははじめに全体の道
筋を考えておく必要があります．特に前歯は審美的要素や下顎
運動に大きく影響されることから個人差が大きく，カスタム
メイドの部品作りに似ています．
●“審美”は“こだわり”によって，診断力や技術力が
増していきます．けれども，そこには“基本”があり
ます．自信をもって患者さんに対応するための
着目すべきポイントやテクニックをステップを
追ってビジュアルに解説しました．
●第1編で前歯部補綴処置の全体の道筋を考えるために
必要な基礎事項を整理し，第2編では前歯部クラウンの形成に
際して理解しておくべき要件やイメージを実際の形にする『ポイ
ント』を，第3編ではプロビジョナルレストレーションの役割や
作製法，調整の手順について，第4編では精度の高い印象採得
のためのポイントを，第5編では装着前後の調整について解説
しました．
●シリーズ続編も，順次発刊予定．独り立ちを目指して奮闘する
若手歯科医師が，折りに触れて何度も紐解けるような内容とな
っており，卒直後の若い歯科医師のバイブルともいえる自信を
持ってお届けするシリーズです．

卒後まもない若手歯科医師の皆さんにとって，
患者さんと向き合った時に感じる“理論と実際”のギャップは
数え切れないほどでしょう．
本シリーズでは，基礎と臨床の橋渡しをし，
臨床の場ですぐに活用できる知識と手技を
シリーズ全10巻で完全網羅します．

鈴木　尚　監修
森本達也　　著
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第5編　最終補綴物の装着
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好評既刊●卒直後の若い歯科医師のバイブル“Dental Start Book”シリーズ
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これで解決！ 欠損歯列の臨床診断 
鈴木 尚　著
欠損歯列を正確に診断する能力を鍛えるための一冊． 
歯科疾患をどのようにとらえるべきか，主訴に対する
治療目標の設定，実際の症例に基づいた診断のポイ
ント，治療方針の策定法を具体的かつ詳細に解説．
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これで解決！ 局所麻酔 
鈴木 尚　監修／牧 宏佳　著
本書1冊で局所麻酔に自信が生まれます！ 
臨床の実際に即して，処置ごとの「効く麻酔」
の仕方をビジュアルに解説． 
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これで解決！ チャレンジ総義歯 
鈴木 尚　監修／横倉正典　著
“患者さんに使ってもらえる総義歯作り”にチャレン
ジするために ──職人芸・名人芸・経験論ではない，
理論と実践を精緻に構築した，総義歯の本！ 
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  第1編  形成前に考えておくべきこと
1章  治療の前に
■どうして治療することになったのか？/原因を探る
■手をつける前にチェックすべきこと

2章  診査と術前情報の保存
■術前情報の保存
■模型の保存
■口腔内写真の撮影
■咬合診査
■ガイドの保存

3章  生物学的幅径とフェルール
■前歯部修復の前処置
■生物学的幅径の確保
■MTM/エクストルージョン
■歯周外科による歯冠長延長術 /クラウンレン
　グスニング
■外科的挺出

4章  補綴物の種類とその選択
■前装冠
■ジャケットクラウン
■選択基準

  第2編  前歯部クラウンの形成
1章  前歯部の支台形成に使用する器材
■エアタービン・マイクロモーター
■バー
■圧排コード・止血剤・電気メス
■ルーペとミラー

2章  形成時の注意点
■形成時のポジション
■アンダーカットへの対応
■歯髄への配慮
■歯肉への配慮

3章  形成の基本要件
■3つの基本要件
■削除量
■外形・軸面の形成
■マージンの明瞭性

4章  マージンの設定位置
■歯肉縁下マージンの問題点と必要性
■歯肉縁下マージンの設定位置
■歯肉退縮と歯肉組織の状態
■補綴物の種類
■審美的要求

■細部再現性
■弾性歪み・永久歪み・強度
■粘弾性・操作時間・硬化時間
■コスト・システム
■接着材

3章  印象材・印象法の選択2
■印象法の選択と省力化 /どう選択するのか？
■既製トレー＋単一または流動性の若干異なる
　さまざまな印象法

4章  歯内圧排/歯肉縁下の印象と歯肉圧排
■圧排糸による歯肉圧排
■歯肉切除

5章  寒天アルジネート印象の実際
■寒天アルジネート印象での注意点
■印象の流れ
■利点を生かし欠点を少なくするために

6章  個歯トレーを用いる印象法の実際
■個歯トレーを用いる印象法の特徴
■個歯トレー法の問題点と方法の選択
■個歯トレーの作製・調整・印象

7章  印象の確認と対応
■形成限界の明瞭性
■気胞
■形成面にない溝や亀裂，フレアー
■ステップの出現
■トレーと印象材の剝がれ，浮き上がり
■複数の印象を行う場合の対応
■歯肉縁下カントゥアのトランスファー
■模型にしてみる

  第5編  最終補綴物の装着
1章  咬合とシェードの採得
■咬合嵌合位の記録
■偏心運動の記録
■シェードの採得

2章  試適，調整
■模型上での点検
■コンタクトの調整
■内面適合の調整
■咬合調整
■ステイン調整
■仮着
■合着とメインテナンス

5章  メタルボンドクラウンの形成手順
■2回に分けて形成を行う
■形成前の確認
■形成の手順

6章  メタルボンドクラウンの形成手順/歯肉縁下の形成
■歯肉縁下マージンの設定方法
■形成時の歯肉圧排
■マージンの形態
■マージン部形成時の注意点

  第3編  プロビジョナルレストレーション
1章  プロビジョナルレストレーションの役割
■テンポラリークラウンとプロビジョナルレスト
　レーション
■応急処置・治療装置としての役割
■治療効果の確認・リハビリテーションの期間
　を設ける意味
■咬合接触状態の確認・ガイドの再構成
■外形・支台歯形成の確認
■歯肉圧排・カントゥアの確認
■最終補綴物作製のための情報伝達

2章  プロビジョナルレストレーションの作製法
■さまざまな作製法
■事前に印象採得しそれを利用する方法
■既製冠を利用する方法
■ポストの付与
■間接法 /ラボサイドでの作製
■直接法 /練和あるいは筆積みでの作製
■人工歯を接着する場合

3章  マージンとカントゥアの調整
■内面の調整
■カントゥアの調整

4章  歯冠形態と咬合の調整
■歯冠形態を調整する
■咬合調整の確認
■咬頭嵌合位の調整
■ガイドの調整

  第4編  印象採得
1章  印象の前準備と確認要項
■印象に求められる要件
■印象の前準備

2章  知っておきたい印象の知識
■印象材の種類
■寸法安定性


